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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、LCC（Low Cost Carrier：低費用航空会社）が地

方空港の経営効率性に与える影響を計測することである。英国の統計を用いた分析の結果、英

国の地方空港では、空港の着陸料収入に関連する分野では LCC の効果が確認されたが、旅客

ターミナルビルの商業収入に関連する分野では LCC の影響は確認できなかった。今後は空港

の商業収入に LCC旅客の効果を取り込む高度な商業戦略が重要となることが示唆される。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to evaluate the influence of LCC on 

management efficiency of regional airport. As a result of the analysis using statistics of the 

UK, LCC has an effect on aeronautical activity, but has no effect on non-aeronautical 

(commercial) activity. Therefore the strategy of taking the effect of LCC passenger into the 

non-aeronautical activity will become important. 
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１．研究開始当初の背景 

英国の CAA（Civil Aviation Authority：

民間航空安全庁）は、英国の地方空港が成長

を遂げた理由のひとつに LCC の台頭を挙げ

ている。具体的には、（1）1993 年のヨーロ

ッパ航空自由化を受けて LCC が急速に拡大

したこと、（2）LCCにより地方空港を発地と

する潜在的な航空旅客需要が顕在化したこ

と、が地方空港の成長を促したと指摘してい

る（CAA[2007] Air Services at UK Regional 
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Airports）。とはいえ、実証分析を伴う学術研

究の分野においては、こうした LCC が地方

空港に与える影響に関してはコンセンサス

が得られていないのが現状である。たとえば、

Papatheodorou & Lei[2006]は、英国の 21の

地方空港における 8年間のパネルデータを用

いた計測の結果、LCCが地方空港の経営成果

に対して期待される唯一の要因ではないこ

とを指摘している（Papatheodorou,A. & Z. 

Lei[2006], “Leisure travel in Europe and 

airline business models: A study of regional 

airports in Great Britain, ”Journal of Air 

Transport Management, Vol.12 (1), 

pp.47-52.）。 

したがって、まずは LCC と空港の経営効

率性に関する既存の議論を整理することに

はじまり、英国の LCC に関する現状分析を

通じて、最終的に英国の地方空港の経営効率

性に LCC が与える影響に関して研究を推進

することが当該学術分野に求められる課題

である。 

他方で、わが国の地方空港は、国や地方自

治体の財政収縮に伴う投資の抑制や、昨今の

世界的な経済不況を背景とした航空会社の

不採算路線からの撤退など、厳しい環境下に

置かれている。そうしたなかで、わが国の

LCC 市場は、1997 年の需給調整規制の廃止

を契機として新規参入企業が相次いだもの

の、既存大手の航空会社と有効な価格競争を

打ち出すに至らずに、現在ではそのほとんど

が何らかの形で既存大手の傘下に収められ

ている結果である。 

したがって、わが国では「低費用」という

意味での LCC は存在しないと考えられ（※

研究開始当初の時期における状況）、英国の

ような LCC モデルがわが国に根付いて、こ

れが地方空港の活性化要因として機能する

には、どのような施策が必要であるか検討す

ることが求められている。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、LCCが地方空港の経営効

率性に与える影響を定量的に計測すること

である。 

わが国では、財政収縮のなかで、その大多

数が不採算とされる地方空港で自律的な経

営が求められている。他方で、空港民営化の

先駆けとなった英国では地方空港であれ、そ

のいくつかは民営化等の手段を通じて独立

採算に基づく黒字経営を達成しており、その

多くでは LCC の就航拡大が空港の活性化に

寄与している。 

そこで、英国を事例とした計量分析を通じ

て、LCCが地方空港の経営効率性に対してど

のように影響を及ぼすのか明らかにする。 

 

３．研究の方法 

英国の地方空港 18空港における 1999年か

ら 2008年の統計を使用して、空港の経営効

率性（技術的効率性）に影響を与える要因を

DEA（包絡分析法）と多変量解析による 2段

階法（two stage procedure）により分析する。 

第 1段階として、サンプルとする全空港の

技術的効率性を DEAという手法により計測

する。採用する投入項目と産出項目は、表 1

のとおりである。分析は、航空系活動（着陸

料収入を基本とする空港本来の業務）と非航

空系活動（旅客ターミナルビルの商業サービ

ス等の業務）の別に実施する。 

 

表 1  DEAの投入項目と産出項目 
 

 

 

 

 

注）ワークロードユニット：貨物 100キログラムを旅客

1人に換算した合成指標。 

 

つづいて第 2段階として、DEAにより算

出された効率性の値を被説明変数として

OLS（最小 2 乗法）とトービット・モデル

 

航空系費用
(人件費を除外)

非航空系費用
(人件費を除外)

航空系収入 非航空系収入

投入項目
従業員数

産出項目
ワークロードユニット (WLU)

航空機離発着数 (ATM)

航空系活動 非航空系活動



 

 

（tobit model）による回帰分析をおこなう。 

説明変数は、表 2のとおりである。LCCの

離発着数に関して統計が存在しないため、チ

ャーター便の離発着数を代理変数とした。英

国では LCCが多く就航する地方空港では同

時にチャーター便も活発に就航する傾向に

ある。 

 

表 2  説明変数の一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

４．研究成果 

 以上の分析の結果、航空系活動については

表 3、非航空系活動については表 4、の結果

をそれぞれ得ることができた。 

 チャーター便に関する変数に着目すると、

チャーターダミー（CHADMY）は、航空系活動

では両モデルとも有意な結果が得られた一

方で、非航空系活動では両モデルとも有意な

結果は得られなかった。つまり、チャーター

便の就航拡大は空港の航空系活動における

経営効率性に寄与することが確認された一

方で、非航空系活動に対しては影響を与えて

いないことが明らかとなった。 

 

表 3 分析結果（航空系活動） 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
注）***, ** は、それぞれ 1％、5％水準で有意。 

 
表 4 分析結果（非航空系活動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注）***, ** は、それぞれ 1％、5％水準で有意。 

 

このことより、LCC （分析ではチャータ

ー便を代理変数として使用）が地方空港の成

長要因として機能したことについては冒頭

で述べた CAA の指摘と整合する。しかし、

LCC が空港の非航空系活動に与える影響に

ついては、まったく両者に関連がないのか、

あるいは LCC 旅客を空港の商業活動に取り

込む戦略がなされていないのか、今後の検討

が必要である。もし後者であるならば、LCC

の旅客特性を明らかにしたうえで、これを商

業活動に取り込むような高度な戦略が重要

となるであろう。 
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